
２０２５年３月２５日 

各 位 

小田急電鉄株式会社 

  

一部規則の改定について 

 

誠に勝手ながら、一部規則の改定を行います。詳細は、下記のとおりです。 

  

記 

 

１ 改定規則 

⑴「旅客営業規則」  

第１８条、第４０条の４、第１０７条の４、第２１４条（８）、３０７条、３０７条の

２、別表第２号 

⑵「ＩＣカード乗車券取扱規則」 

第１６条、第１６条の２ 

⑶「障がい者用ＩＣカード乗車券取扱特約」 

第１条、第６条２項 

 

２ 改定日 

２０２５年４月１日（火）初電より  

 

３ 改定内容 

【別紙】新旧表をご確認ください。 



「旅客営業規則」新旧対照表 改定(20250401) 

 
現行版 改定版 

「旅客営業規則」 

 
第 18 条 乗車券類の種類は、次のとおりとする。 

⑴ 乗 車 券 

  ア 普 通 乗 車 券 片道乗車券 

              往復乗車券 

  イ 定 期 乗 車 券 通勤定期乗車券 

              通学定期乗車券 

              通学用割引回数乗車券 

  ウ 特殊割引回数乗車券 身体障害者用割引回数乗車券 

              知的障害者用割引回数乗車券 

              精神障害者用割引回数乗車券⇒追加 
  エ 団体乗車券 

  オ 貸切乗車券 

⑵ 特別急行券 

⑶ サルーン券 

 

（知的障害者用割引回数乗車券の発売） 

第 40 条の３ 「療育手帳制度について」（昭和４８年９月厚生省発児第１５６号厚生事務次官通知）により定

められた療育手帳制度要綱に規定する療育手帳の交付を受けている者で、別に定める知的障害者が介護者と

ともに区間を同じくして順路によって乗車する場合で、療育手帳を呈示したときは、当該区間に有効な 11 券

片の知的障害者用割引回数乗車券を発売する。 

２ 前項の規定により発売する知的障害者用割引回数乗車券の区間は、片道乗車券を発売できる区間に限るも

のとする。 

（精神障害者用割引回数乗車券の発売） 
第 40 条の４⇒新設 

 

 

 

 

 

 

第 107 条の３ 第 40 条の３の規定により知的障害者用割引回数乗車券を発売する場合は、次の各号に定める

ことによって運賃の割引を行う。 

⑴ 大人身体障害者用割引回数乗車券は、大人片道普通旅客運賃を 10 倍した額の５割を割引し、は数計算し

た額とする。                                   誤植修正⇒ 

⑵ 小児身体障害者用割引回数乗車券は、小児片道普通旅客運賃を 10 倍した額の５割を割引し、は数計算し

た額とする。                                   誤植修正⇒ 

  

（精神障害者用割引回数旅客運賃） 
第 107 条の 4⇒新設 

 

 
 
 
 
 

「旅客営業規則」 

 
第 18 条 乗車券類の種類は、次のとおりとする。 

⑴ 乗 車 券 

  ア 普 通 乗 車 券 片道乗車券 

              往復乗車券 

  イ 定 期 乗 車 券 通勤定期乗車券 

              通学定期乗車券 

              通学用割引回数乗車券 

  ウ 特殊割引回数乗車券 身体障害者用割引回数乗車券 

              知的障害者用割引回数乗車券 

              精神障害者用割引回数乗車券 

  エ 団体乗車券 

  オ 貸切乗車券 

⑵ 特別急行券 

⑶ サルーン券 

 

（知的障害者用割引回数乗車券の発売） 

第 40 条の３ 「療育手帳制度について」（昭和４８年９月厚生省発児第１５６号厚生事務次官通

知）により定められた療育手帳制度要綱に規定する療育手帳の交付を受けている者で、別に定め

る知的障害者が介護者とともに区間を同じくして順路によって乗車する場合で、療育手帳を呈

示したときは、当該区間に有効な 11 券片の知的障害者用割引回数乗車券を発売する。 

２ 前項の規定により発売する知的障害者用割引回数乗車券の区間は、片道乗車券を発売できる

区間に限るものとする。 

（精神障害者用割引回数乗車券の発売） 

第 40 条の４ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）第４５条

第２項の規定により、精神障害者保険福祉手帳の交付を受けている者で、別に定める精神障害

者が介護者とともに区間を同じくして順路によって乗車する場合で、精神障害者福祉手帳を呈

示したときは、当該区間に有効な 11 券片の精神障害者用割引回数乗車券を発売する。 

２ 前項の規定により発売する精神障害者用割引回数乗車券の区間は、片道乗車券を発売できる

区間に限るものとする。 

 

第 107 条の３ 第 40 条の３の規定により知的障害者用割引回数乗車券を発売する場合は、次の

各号に定めることによって運賃の割引を行う。 

⑴ 大人知的障害者用割引回数乗車券は、大人片道普通旅客運賃を10倍した額の５割を割引し、

は数計算した額とする。 

⑵ 小児知的障害者用割引回数乗車券は、小児片道普通旅客運賃を10倍した額の５割を割引し、

は数計算した額とする。 

   

（精神障害者用割引回数旅客運賃） 

第 107 条の４ 第 40 条の４の規定により精神障害者用割引回数乗車券を発売する場合は、次の

各号に定めることによって運賃の割引を行う。 

⑴ 大人精神障害者用割引回数乗車券は、大人片道普通旅客運賃を 10 倍した額の５割を割引

し、は
・

数計算した額とする。 

⑵ 小児精神障害者用割引回数乗車券は、小児片道普通旅客運賃を 10 倍した額の５割を割引

し、は
・

数計算した額とする。 

 

 



 
         214条 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 214 条（8）精神障害者用割引回数乗車券⇒追加 

 
 

（手回り品及び持込禁制品） 

第307条 旅客は第308条に規定するところにより、その携帯する物品を手回り品として 

車内に持ち込むことができる。ただし、次の各号の１に該当する物品は、車内に持ち 

込むことができない。 

⑴ 別表第２号に揚げるもの（以下「危険品」という。）及び他の旅客に危害を及ぼ 

すおそれがあるもの 

⑵ 刃物（他の旅客に危害を及ぼすおそれがないよう梱包されたものを除く。） 

⑶ 暖炉及びこん 炉（乗車中に使用するおそれがないと認められるもの及び壊炉を除   誤植修正⇒ 

く。）                                     文言⇒追加 

⑷ 死   体 

⑸ 動物（少数量の小鳥・小虫類・初生ひな及び魚介類で容器に入れたもの、第308 

条第３項に規定する身体障害者補助犬若しくは盲導犬又は同条第４項に規定する小 

動物を除く。） 

⑹ 不潔又は臭気のため、他の旅客に迷惑をかけるおそれがあるもの 

⑺ 車両を破損するおそれがあるもの 

  （注） 別表第２号に定める適用除外の物品及び第３号に定める適用除外の物品は、 
不注意等により内容物が漏れ出ることなどがないよう措置することとする。    （注）⇒削除 

 

     

 214条 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑻ 精神障害者用割引回数乗車券 

 

 

 

 

（手回り品及び持込禁制品） 

第307条 旅客は第308条に規定するところにより、その携帯する物品を手回り品として 

車内に持ち込むことができる。ただし、次の各号の１に該当する物品は、車内に持ち 

込むことができない。 

⑴ 別表第２号に揚げるもの（以下「危険品」という。）及び他の旅客に危害を及ぼ 

すおそれがあるもの 

⑵ 刃物（他の旅客に危害を及ぼすおそれがないよう梱包されたものを除く。） 

⑶ 暖炉及びこん炉（乗車中に使用するおそれがないと認められるもの及び懐炉を除く。 

ただし、不注意等により内容物が漏れ出ることがないよう措置することとする。） 

⑷ 死   体 

⑸ 動物（少数量の小鳥・小虫類・初生ひな及び魚介類で容器に入れたもの、第308 

条第３項に規定する身体障害者補助犬若しくは盲導犬又は同条第４項に規定する小 

動物を除く。） 

⑹ 不潔又は臭気のため、他の旅客に迷惑をかけるおそれがあるもの 

⑺ 車両を破損するおそれがあるもの 

   

 

 



２ 前項ただし第１号または書第２号の規定による物品の車内への持込みの防止その他 

車内および乗降場内の保安上の理由により、旅客の立合いを求め、手回り品の内容の 

点検することがある。 

３ 旅客に対し、前項の点検の対象者の特定のための協力を求めることがある。 

４ 第２項または前項の規定による協力の求めに応じたことによって、列車に乗車でき 

ないとき（第１項ただし書きに定める物品を所持していなかった場合に限る。）は第 

282条第１項第１号ア、イおよびウのいずれかの取扱いを選択のうえ請求することが 

できる。 

５ 第２項および第３項の規定による手回り品の内容の点検の求めおよび協力の求めに 

応じない旅客は、前途の乗車をすることができない。点検後の指示に従わない場合も 

同様とする。 

６ 前項の場合、旅客に対し、車内または乗降場からの退去を求めることがある。 

 

 

第 307 条の 2⇒新設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 前項ただし第１号または書第２号の規定による物品の車内への持込みの防止その他 

車内および乗降場内の保安上の理由により、旅客の立合いを求め、手回り品の内容の 

点検することがある。 

３ 旅客に対し、前項の点検の対象者の特定のための協力を求めることがある。 

４ 第２項または前項の規定による協力の求めに応じたことによって、列車に乗車でき 

ないとき（第１項ただし書きに定める物品を所持していなかった場合に限る。）は第 

282条第１項第１号ア、イおよびウのいずれかの取扱いを選択のうえ請求することが 

できる。 

５ 第２項および第３項の規定による手回り品の内容の点検の求めおよび協力の求めに 

応じない旅客は、前途の乗車をすることができない。点検後の指示に従わない場合も 

同様とする。 

６ 前項の場合、旅客に対し、車内または乗降場からの退去を求めることがある。 

 
第 307 条の２ 危険品のうち適用除外の物品は、不注意等により内容物が漏れ出ることがないよう

適切な保管対応が行われたものに限って、手回り品として車内に持ち込むことができる。  

（注）揮発油等の可燃性液体そのものは、一切、車内に持ち込むことができない。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 
別表第２号 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

別表第２号 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



「ＩＣカード乗車券取扱規則」新旧対照表 改定(20250401) 

 

現行版 改定版 

「ＩＣカード乗車券取扱規則」 

 
旅通牒甲１９第１号２００７年３月１４日制定 

２０２４．１０．１ 旅通牒甲２０２４第１８号改定 
 
（身体障害者割引および知的障害者割引）                       表題の変更⇒ 
第１６条 当社が別に定める身体障害者旅客運賃割引規程および知的障害者旅客運賃割引規程により、 

割引を受けようとする旅客がＩＣカード乗車券による乗車の意思を表示したときは、当社線内 

を利用する場合に限り、ＩＣＳＦ乗車券による乗車では当該区間の片道普通旅客運賃、ＩＣ定 

期乗車券またはＩＣ企画乗車券による乗車では第１４条の２の規定により算出する片道普通旅 

客運賃相当額、または片道普通旅客運賃からそれぞれ５割引した額を減額する。 

精神障害者旅客運賃割引規程の追加⇒ 
２ 前項にかかわらず、当社を含むＩＣ鉄道事業者相互間を乗車した場合は、次の各号に定め 

るとおりとする。 

⑴ 前条第１項から第５項の規定により算出する片道普通旅客運賃相当額、または片道普 

通旅客運賃からそれぞれ５割引した額を減額する。 

⑵ 旅客は２以上の旅客運賃の割引が適用される場合であっても、旅客運賃の割引を重複 

して請求することができない。ただし、第１項に定める割引と前条第５項に規定する割 

引との重複についてはこの限りでない。 

３ 前各項の取扱いは、第５条第１項の規定にかかわらず、改札機等による改札を受けて入場し、出場時に

係員に身体障害者手帳または療育手帳を呈示するものとする。 

精神障害者保健福祉手帳の追加⇒ 
 

（身体障害者割引運賃および知的障害者割引運賃の端数処理）              表題の変更⇒ 
第１６条の２ 前条第１項の規定により割引の運賃を減額する場合、１円未満の端数があるときは、 

１円未満の端数を切り捨てた額とする。                                    

 

 

 

 

「ＩＣカード乗車券取扱規則」 

 

旅通牒甲１９第１号２００７年３月１４日制定 

２０２５．３．１４ 旅通牒甲２０２５第４号改定 

 

（障害者割引） 

第１６条 当社が別に定める身体障害者旅客運賃割引規程、知的障害者旅客運賃割引規程または精神障害者旅客

運賃割引規程により、割引を受けようとする旅客がＩＣカード乗車券による乗車の意思を表示したとき

は、当社線内を利用する場合に限り、ＩＣＳＦ乗車券による乗車では当該区間の片道普通旅客運賃、ＩＣ

定期乗車券またはＩＣ企画乗車券による乗車では第１４条の２の規定により算出する片道普通旅客運賃相

当額、または片道普通旅客運賃からそれぞれ５割引した額を減額する。 

 

２ 前項にかかわらず、当社を含むＩＣ鉄道事業者相互間を乗車した場合は、次の各号に定め 

るとおりとする。 

⑴ 前条第１項から第５項の規定により算出する片道普通旅客運賃相当額、または片道普 

通旅客運賃からそれぞれ５割引した額を減額する。 

⑵ 旅客は２以上の旅客運賃の割引が適用される場合であっても、旅客運賃の割引を重複 

して請求することができない。ただし、第１項に定める割引と前条第５項に規定する割 

引との重複についてはこの限りでない。 

３ 前各項の取扱いは、第５条第１項の規定にかかわらず、改札機等による改札を受けて入場し、出場時に

係員に身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳（ただし、写真が表示されているものに

限る。）を呈示するものとする。 

 

（障害者割引運賃の端数処理） 

第１６条の２ 前条第１項の規定により割引の運賃を減額する場合、１円未満の端数があるときは、１円未満の

端数を切り捨てた額とする。（本人確認書類） 

 

 



「障がい者用ＩＣカード乗車券取扱特約」新旧対照表 改定(20250401) 

 

現行版 改定版 

「障がい者用ＩＣカード乗車券取扱特約」 

 
２０２３年３月 ６日 旅通牒甲２０２３第 ２号制定 

２０２３年９月２２日 旅通牒甲２０２３第１０号改定 
 
（目的） 

第１条  この特約は、小田急鉄道株式会社（以下「当社」という）が、「ＩＣカード乗車券取扱規則」 

に定めるサービス内容とその使用条件のうち、身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３ 

号）第１５条第４項に規定する身体障害者手帳、または「療育手帳制度について」（昭和４８年 

９月厚生省発児第１５６号厚生事務次官通知）により定められた療育手帳制度要綱に規定する 

療育手帳（以下「手帳」という）の交付を受けている者のうち、当社の規程等に定める（当該 

手帳の旅客鉄道株式会社旅客運賃減額欄に記載のある）第１種身体障害者または第１種知的障 

害者とその介護者に限り株式会社パスモの定める障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約に基づき発行 

する障がい者ＰＡＳＭＯおよび介護者ＰＡＳＭＯ（以下「障がい者用ＰＡＳＭＯ」という）を 

媒体とする乗車券等（以下「障がい者用ＩＣカード乗車券」という）による旅客の運送等につ 

いて、その使用条件を定めることを目的とする。                    精神障害者保健福祉手帳の追加⇒ 
 

 

 

（発売） 

第６条 障がい者用ＰＡＳＭＯは障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めにより駅等で発売する。 

２ 旅客が障がい者用ＰＡＳＭＯに定期乗車券の購入を申し込む場合は、必要事項を記入した購入 

申込書の提出および手帳を呈示し、当社の身体障害者旅客運賃割引規程および知的障害者旅客運 

賃割引規程に定める割引の定期乗車券に限り、第１種身体障害者とその介護者または第１種知的 

障害者とその介護者に対して同時に発売する。         精神障害者旅客運賃割引規程の追加⇒ 

「障がい者用ＩＣカード乗車券取扱特約」 

 
２０２３年３月 ６日 旅通牒甲２０２３第 ２号制定 

２０２５年３月 １４日 旅通牒甲２０２５第 ４号改定 

 

（目的） 

第１条 この特約は、小田急鉄道株式会社（以下「当社」という）が、「ＩＣカード乗車券取扱規則」に定める

サービス内容とその使用条件のうち、身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項に

規定する身体障害者手帳、「療育手帳制度について」（昭和４８年９月厚生省発児第１５６号厚生事務次

官通知）により定められた療育手帳制度要綱に規定する療育手帳または精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律（昭和２５年法律第１２３号）第４５条に規定する精神障害者保健福祉手帳（ただし、写真が表

示されているものに限る。）（以下、総称して「手帳」という）の交付を受けている者のうち、当社の規

程等に定める（当該手帳の旅客鉄道株式会社旅客運賃減額欄または旅客鉄道株式会社等旅客運賃減額欄に

記載のある）第１種身体障害者、第１種知的障害者または第 1種精神障害者（以下、総称して「障害者」

という）とその介護者に限り株式会社パスモの定める障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約に基づき発行する障

がい者ＰＡＳＭＯおよび介護者ＰＡＳＭＯ（以下「障がい者用ＰＡＳＭＯ」という）を媒体とする乗車券

等（以下「障がい者用ＩＣカード乗車券」という）による旅客の運送等について、その使用条件を定める

ことを目的とする。 

 

（発売） 

第６条 障がい者用ＰＡＳＭＯは障がい者用ＰＡＳＭＯ取扱特約の定めにより駅等で発売する。 

２ 旅客が障がい者用ＰＡＳＭＯに定期乗車券の購入を申し込む場合は、必要事項を記入した購入申込書の

提出および手帳を呈示し、当社の身体障害者旅客運賃割引規程、知的障害者旅客運賃割引規程または精神

障害者旅客運賃割引規程に定める割引の定期乗車券に限り、障害者とその介護者に対して同時に発売す

る。 

 
 


